
 

 

写真１ 刺身品評会の様子 
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は
じ
め
に 

現
在
、
水
産
物
の
品
質
は
生
産
者
、
流
通
業
者
、

小
売
店
等
の
各
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
基
づ

き
、
主
観
的
に
評
価(

い
わ
ゆ
る
目
利
き
）
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
果
物
な
ど
で
は
糖
度
を
非
破
壊

で
測
定
し
、
消
費
者
は
ス
ー
パ
ー
で
糖
度
を
見
な

が
ら
購
入
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
念
な

こ
と
に
、
水
産
現
場
で
は
客
観
的
数
値
に
よ
る
評

価
は
で
き
ま
せ
ん
。
鮮
度
の
指
標
で
あ
る
「
Ｋ
値
」

や
歯
ご
た
え
の
指
標
で
あ
る
「
破
断
応
力
」
の
測

定
に
は
、
専
門
的
知
識
と
特
殊
な
機
器
が
必
要
で

あ
り
、
か
つ
、
測
定
に
時
間
も
か
か
り
、
測
定
し

た
水
産
物
は
商
品
に
な
ら
な
い
た
め
、
水
産
現
場

で
は
使
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
非
破
壊
で
品
質
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
数
値
を
簡
便
に
測

定
す
る
方
法
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

魚
の
お
い
し
さ
と
脂
の
関
係 

長
崎
県
（
長
崎
県
ま
ぐ
ろ
養
殖
協
議
会
主
催
）

で
は
、
品
質
の
高
い
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
生
産
を

目
指
す
養
殖
業
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
そ
の
取

組
み
を
広
く
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
「
長
崎

発
旨
い
本
マ
グ
ロ
祭
り
」
を
開
催
し
、
そ
の
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
県
内
を
主
体
と
し
た
生
産

者
か
ら
出
品
さ
れ
た
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
刺

身
品
評
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真
一
）
。 

そ
こ
で
、
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
マ
グ
ロ
腹

部
（
皮
下
脂
肪
込
み
）
の
脂
肪
量
を
測
定
し
、

脂
肪
量
と
試
食
評
価
の
関
係
を
調
べ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
一
月
に
行
わ
れ
た
第
一
回

(

●
）
は
脂
の
多
い
も
の
が
多
く
出
品
さ
れ
、

脂
の
少
な
い
マ
グ
ロ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
（
図
一
）
。
一
方
、
同
年
十
二
月
に
行
わ
れ

た
第
二
回(

●)

で
は
、
脂
が
少
な
い
も
の
が
多

く
出
品
さ
れ
、
脂
の
多
い
も
の
が
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。
二
度
の
品
評
会
の
結
果
か
ら
、
マ

グ
ロ
腹
部
の
脂
肪
量
は
三
十
五
か
ら
四
十
％

図１ 養殖クロマグロの腹部脂肪量と評価の関係 

 



 

 

の
も
の
が
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
適
度
な

脂
肪
量
が
好
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
脂
肪
量

が
お
い
し
さ
の
一
つ
の
指
標
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。 

 簡
易
型
の
脂
肪
測
定
装
置
の
開
発 

総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
以
前
か
ら
産
学
官
共

同
で
、
魚
の
脂
肪
量
を
非
破
壊
で
簡
単
に
測
定
で

き
る
装
置
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
（
「
漁

連
だ
よ
り
」
平
成
二
十
五
年
三
月
号
九
～
十
ペ
ー

ジ
参
照
）
。 

こ
の
取
組
で
は
、
比
較
的
安
価
な
測
定
装
置
を

開
発
す
る
た
め
、
人
用
体
脂
肪
計
と
同
じ
原
理
を

用
い
た
方
法
、

す
な
わ
ち
イ
ン

ピ
ー
ダ
ン
ス
法

を
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

電
気
の
性
質
を

用
い
た
方
法

で
、
電
気
は
筋

肉
組
織
を
通
過

す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
脂
肪

組
織
は
通
過
で

き
ず
、
電
気
抵

抗
が
大
き
く
な

る
こ
と
を
利
用

し
た
測
定
方
法
で
す
（
図
二
）
。 

複
数
の
周
波
数
で
電
気
を
流
し
、
多
周
波
で
の

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
値
と
化
学
分
析
法
に
よ
る
脂
肪

量
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
ア
ジ
、
養
殖
ブ
リ
、

養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
脂
肪
量
を
測
定
す
る
検
量
式

を
求
め
ま
し
た
（
図
三
）
。 

な
お
、
電
気
は
温
度
の
影
響
を
受
け
ま
す
の
で
、

測
定
時
の
温
度
が
重
要
で
す
。
検
量
式
を
作
成
し

た
時
と
同
じ
温
度
条
件
（
氷
蔵
）
で
測
定
し
な
け

れ
ば
、
正
確
な
脂
肪
量
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
三
魚
種
の
ほ
か
、
イ
ワ
シ
、
サ

バ
、
サ
ン
マ
、
計
六
魚
種
の
脂
肪
量
を
測
定
で
き

る
機
器
と
な
り
、
大
和
製
衡
株
式
会
社
か
ら
魚
用

品
質
状
態
判
別
装
置 

（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ナ
ラ
イ

ザ
）
と
し
て
商
品
化
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
二
月

十
九
日
よ
り
発
売
さ
れ
て
い
ま
す 
（
写
真

二
） 
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装
置
の
特
徴 

本
装
置
の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

① 

多
周
波
を
用
い
た
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
法
に
よ

図２ 電気の流れと細胞組織の関係 

 

図３ 養殖クロマグロの尾柄部における

脂肪量の実測値と推定値の関係 
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り
、
電
極
を
当
て
る
だ
け
で
五
秒
以
内
に
魚

を
傷
つ
け
ず
前
述
六
魚
種
の
脂
肪
量
を
高
精

度
に
測
定
で
き
ま
す
。 

② 

六
魚
種
以
外
で
も
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
値
の
測

定
が
可
能
で
、
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
値
と
化
学

分
析
し
た
脂
肪
量
と
の
関
係
を
求
め
る
と
、

独
自
の
脂
肪
量
計
算
式
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

③ 

鮮
魚
の
場
合
、
周
波
数
の
違
い
に
よ
り
電
気

の
流
れ
が
異
な
り
ま
す
が
、
凍
結
・
解
凍
後

に
は
、
そ
の
違
い
が
な
く
な
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
測
定
が
不
可
能
で
あ
っ
た
解
凍
品
の
見

極
め
も
可
能
で
す
。 

 

装
置
の
活
用 

 

こ
の
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
以
下
の
効
果
が 

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

① 

本
装
置
に
よ
る
測
定
値
は
、
客
観
的
な
指
標

と
し
て
水
産
物
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
、
高
付
加
価
値
化
に
結
び
つ
き
ま
す
。 

② 

脂
肪
量
に
応
じ
た
仕
分
け
が
簡
便
と
な
り
、

適
材
適
所
へ
の
流
通
が
迅
速
化
で
き
ま
す
。 

③ 

水
産
加
工
場
の
品
質
管
理
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
高
品
質
な
加
工
品
を
安
定
的
に
生
産
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

④ 

養
殖
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
出
荷
前

の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
に
利
用
で
き
ま
す
。 

 

今
後
の
取
り
組
み 

今
回
開
発
し
た
装
置
が
水
産
物
の
流
通
現
場
で

使
用
さ
れ
、
水
産
物
の
客
観
的
な
品
質
評
価
基
準

と
な
り
、
長
崎
県
産
水
産
物
の
優
位
性
が
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
総
合
水
産
試
験
場
で
保
有
す
る
装
置

を
養
殖
場
、
市
場
、
加
工
場
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
だ
き
、
問
題
点
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
デ
ー
タ
の
構
築
や
装
置
の

改
良
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 お
わ
り
に 

総
合
水
産
試
験
場
水
産
加
工
開
発
指
導
セ
ン
タ

ー
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ(

開
放
実
験
室)

と
し
て
、

ね
り
製
品
、
塩
干
品
を
は
じ
め
、
様
々
な
水
産
加

工
品
を
試
作
で
き
る
機
器
の
ほ
か
、
魚
介
類
の
鮮

度
、
品
質
等
の
試
験
に
も
対
応
で
き
る
機
器
を
整

備
し
て
、
県
内
の
漁
業
者
、
加
工
業
者
の
方
々
が

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
紹
介
し
た
装
置
の
使
用
方
法
の
説

明
も
し
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

（
連
絡
先
：
〇
九
五‐

八
五
〇‐

六
三
一
四
） 
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